
Page 1 

巻末の特記事項を必ずお読みください。 

8月9日(水曜日） 

ドル/円・豪ドル/円 

ユーロ/円・ポンド/円 

8日（火）の為替相場 

米朝間に緊張 

① 
中国人民銀行が人民元の基準値を前日よりドル安・元高水準に設定すると、対円でもドル安に振れた。

なお、人民銀行の元高誘導を受けて、オフショア人民元（CNH)は対ドルで10カ月ぶり高値に上昇した。 

② 
中国7月貿易収支は3212.0億元の黒字となり、黒字額は予想（2935.5億元）を上回ったが、内訳で輸出

が前年比+11.2％、輸入が同+14.7％と、いずれも予想（14.8％、22.6％）に届かなかった。 

③ 
米6月JOLT求人件数は616.3万件となり、市場予想（575.0万件）を上回った。通常、注目度は高くない経

済指標だが、統計を開始した2000年12月以降で最高の件数を記録した事から、ドル買い材料となり、ド

ル/円は110.80円台まで上昇した。 

④ 

トランプ米大統領は、北朝鮮が米国をこれ以上脅かせば「世界がこれまで目にしたことのないような炎と

猛威に直面することになる」と述べて、同国の挑発をけん制した。この発言を受けてNYダウ平均が下落

するなど、リスク回避の動きが強まった。なお、この発言に先立ち一部米紙は「北朝鮮はミサイルに搭載

可能な小型核弾頭を開発した」と報じていた。 

豪ドル/円 

ユーロ/円 

ドル/円 

期間 ：8日（火）午前6時10分～9日（水）午前5時55分 ※チャートは30分足（日本時間表示）  出所：外為どっとコム 

ポンド/円 

③ 

② 

① 

④ 

④ 

④ 

④ 



本日の注目イベント ※注目度が高い順に「◎」「○」「無印」で表示   日本時間での表示 

※発表時刻は予告なく変更される場合があります。また、予定一覧は信頼性の高いと思われる情報を元にまとめておりますが、

内容の正確性を保証するものではございませんので事前にご留意くださいますようお願いいたします。 
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本日の見通し 

外為どっとコム総研 外為トゥデイ 

本レポートは、投資判断の参考となる情報の提供を目的としたものであり、投資勧誘を目的として提供するものではありません。投資

方針や時期選択等の最終決定はご自身で判断されますようお願いいたします。また、本レポートに記載された 意見や予測等は、今後

予告なしに変更されることがございます。 なお、本レポートにより利用者の皆様に生じたいかなる損害についても、株式会社外為どっ

とコム総合研究所ならびに株式会社外為どっとコムは一切の責任を負いかねますことをご了承願います。 
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日経平均 豪ASX 上海総合 英FT 独DAX 

19996.01 

（▼59.88） 

5743.754 

（▼29.804） 

3281.873 

（△2.416） 

7542.73 

（△10.79） 

12292.05 

（△34.88） 

米2年債 米10年債 NY原油 NY金 

1.3508％ 

（▼0.0001） 

2.2619％ 

（△0.0089） 

49.17 

（▼0.22） 

1262.60 

（▼2.10） 

8日（火）の株・債券・商品市場 

NYダウ 日10年債 豪10年債 英10年債 独10年債 

22085.34 

（▼33.08） 

0.0700％ 

（▼0.0020） 

2.627％ 

（△0.007％） 

1.157％ 

（△0.018） 

0.474％ 

（△0.015） 

 外為注文情報(ドル/円) 

予想レンジ 
ドル/円 ユーロ/円 豪ドル/円 ポンド/円 

109.300-110.800 128.500-130.000 86.200-87.500 142.000-143.900 

  【ドル/円】 

 昨日のドル/円は上値が重かった。米6月求人件数が過去最高を記録した事を受けて110.80円台まで上昇

する場面もあったが、トランプ米大統領が北朝鮮の挑発に対するけん制発言を行うと110円台前半に失速。今

朝は、北朝鮮の国営通信社が「米領グアムへのミサイル攻撃を『慎重に検討』している」などと伝えた事から

110.00円台まで続落している。夏季休暇シーズンで薄商いが見込まれる中、米朝間の緊張によるリスク回避

の円高進行に警戒が必要な局面だろう。ドル/円は、下値支持と見られている109.80円前後を下抜けると下げ

が加速する可能性もある。アジアの株式市場の反応なども見極めたい。 

 

 

  執筆者：神田 

日付 時間 注目度 経済指標、イベント等 前回発表 市場予想 

8/9(水) 10:30 ○ (中国) 7月消費者物価指数 (前年比) +1.5％ +1.5％ 

 10:30  (中国) 7月生産者物価指数 (前年比) +5.5％ +5.6％ 

 10:30  (豪) 6月住宅ローン貸出(前月比) +1.0％ +1.5％ 

 21:30  (米) 4-6月非農業部門労働生産性（前期比年率） ±0.0％ +0.7％ 

 21:30  (米) 4-6月期単位労働コスト・速報 (前期比年率) +2.2％ +1.1％ 

 23:00  (米) 6月卸売在庫 (前月比) +0.6％ +0.6％ 

 23:30  (米) EIA週間原油在庫統計 —— —— 

 26:00  (米) 10年債入札（230億ドル） —— —— 


